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問
合
先　

行
財
政
管
理
課

計画期間終了時の目標計画期間終了時の目標
●実質公債費比率は23.5％以下
●地方債残高は標準財政規模の3.4倍
以下
●基金残高は18億円以上を保持

今後の取り組み項目今後の取り組み項目
【支出の抑制、効果的な行政運営に関する事項】
●事務事業の継続した見直し
●広域連携の推進
●窓口業務委託をはじめ民間委託の拡充
●定員適正化計画に沿った定員削減
●給与水準の適正化などによる総人件費の抑制
●平成27年度以降の投資的事業の総事業量の設定
【収入の確保に関する事項】
●滞納処分の強化および徴収率の向上
●遊休財産の積極的な売却 
●ふるさと応援寄附金制度の拡充、ネーミングライツ
などの更なる税外収入の確保

健全化判断比率の状況健全化判断比率の状況
　実質赤字比率と連結実質赤字比率は、黒字により数値
はバー表記、実質公債費比率は、23.6％と前年度から0.4
ポイントの増加となるものの25.0％未満を維持、将来負
担比率も291.6％と前年度より10.5ポイント改善し、引
き続き早期健全化の 基準未満となっています。
※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字のため「-」で
表示 （単位：％）

健全化判断比率 平成25年度
実績値

平成26年度
実績値

早期健全化
基準

実質赤字比率 - - 12.32
連結実質赤字比率 - - 17.32 
実質公債費比率 23.2 23.6 25.0 
将来負担比率 302.1 291.6 350.0 

　

泉
佐
野
市
は
、
平
成
25
年
度
決
算
を
も
っ
て
、
財
政

健
全
化
団
体
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
も
地
方
債
の
残
高
を
多
く
抱
え
、
高

水
準
の
公
債
費
負
担
が
続
く
こ
と
は
、
財
政
健
全
化
団

体
の
時
と
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
費
税
増
税

の
影
響
、
市
税
収
入
の
推
移
、
交
付
税
制
度
の
改
正
、

社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
不
確
定
な
要
素
も
多
く
あ

り
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が
相
対
的
に
高
ま
る
見
込
み

で
、
結
果
と
し
て
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
3
月
に
は
、
中
期

的
な
視
点
で
将
来
的
に
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
た
「
中
期
財
政
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
「
中
期
財
政
計
画
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
を
し
て
い
ま
す
。

特集 泉佐野市の財政状況

実質赤字比率…標準財政規模*に対す
る、一般会計などに生じている赤字の大
きさの割合
連結実質赤字比率…標準財政規模に対す
る、水道や下水道など公営企業を含む全
会計に生じている赤字の大きさの割合
実質公債費比率…標準財政規模を基本と
する額に対する、借入金返済額の大きさ
の割合
将来負担比率…標準財政規模を基本とす
る額に対する、借入金など現在抱えてい
る負債の大きさの割合

*標準財政規模…市の経常的な一般財
源の規模を示すもので、標準的な税収
入額に普通交付税などを加算した額
（平成26年度決算：約219億円）

泉
佐
野
市
の
財
政
状
況
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平成26年度 普通会計の決算
歳入総額　470億2,005

（単位：万円）

①市民のみなさんに納めてい
ただいた税金

⑦分担金・負担金・繰越金・
使用料・手数料・諸収入

②市の事業に対する国や府か
らの補助金など

①市税
206億8,728
（44.0%）

③市債
 51億6,620
（11.0%）

⑦その他
44億7,193（9.5%）

⑤自動車重量税などの国税
や府税から分配されたお金

②国・府支出金
101億6,159
（22.1%）

④他会計から繰り入れたお金

⑥所得税など国税から財政
力に応じて交付されたお金

❾その他
13億4,440（2.9%）

❽積立金
16億1,912（3.4%）

❶扶助費
100億2,148
（21.4%）

❷公債費
81億7,236
（17.4%）

❹人件費
53億4,092
（11.4%）

❸投資的経費・
維持補修費
59億9,114
（12.8%）

❻繰出金
48億4,362
（10.3%）

❼物件費
 44億6,245（9.5%）

❺補助費など
51億2,440
（10.9%）

❶生活保護にかかる費用や、
高齢者、障害者、こどもなど
の医療費などの社会保障費

❷市が大きな事業をすると
きに利用する借金（市債）
の返済のための費用

❹職員の給与や退職金、議員
報酬など

❸施設の建設などその効果
が将来にわたって住民サー
ビスの向上につながる費用。
道路整備や学校施設などの
維持に使われる費用

❺清掃施設組合、泉州南消防
組合への負担金、各種団体へ
の補助金などの費用

❼消耗品、備品などの購入費
や光熱費、施設の管理委託料
などの費用

❻国民健康保険事業や介護
保険事業、下水道事業など
の特別会計に対して市が負
担すべき費用

❽福祉や奨学金などの目的ご
との基金への積立金

❾貸付金、投資および出資金

歳出総額　469億1,989
普通会計とは…
　地方財政統計上、統
一的に用いられる会計
で、各地方公共団体間
の財政比較が可能とな
るようにしてある会計
です。

③長期の借入金

⑥地方交付税
16億2,403（3.4%）

⑤地方譲与税など
18億7,064（3.9%）

④繰入金
30億3,838（6.5%）

平成26年度 泉佐野市の財政状況平成26年度 泉佐野市の財政状況

470億2,005万円 ー ＝ー 469億1,989万円 7,669万円 2,347万円

　決算の特徴としては、財政健全化実施プランに基づく給与カットおよび職員
の退職不補充などによる歳出削減、空港連絡橋利用税の徴収、遊休財産の積極
的な売却、ふるさと応援寄附の推進、ネーミングライツなどの歳入確保に努め
たことにより、前年度に引き続き2,300万円の黒字となりました。

歳入総額 歳出総額 翌年度繰越財源 実質収支額

特集 泉佐野市の財政状況

問合先　行財政管理課

 市民１人あたりでは…
歳　入歳　入     464,529円
●市税　　　 204,377円
●国庫支出金、府支出金
                    100,390円
●市債            51,039円
●その他（繰入金など）   
                   108,722円

歳　出歳　出     463,539円
●民生費   160,027円
●公債費     80,738円
●教育費     62,403円
●総務費     50,637円
●衛生費 　 49,840円
●土木費     29,473円

●消防費     10,680円
●議会費   　 2,544円
●農林水産費 1,707円
●その他（労働費など）
　　 　　     15,491円

固定資産税   99,582円
市民税  　　 61,483円
市たばこ税   23,870円
都市計画税   14,001円
軽自動車税     1,744円
入湯税 　　　 　  79円
法定外普通税  3,618円
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平成26年度決算内訳　　　　　　　　（単位：万円）
収 益 費 用

営 業  26億1,808 営 業 23億3,128
営 業 外 3億2,129 営 業 外 1億7,210
特別利益 2億2,682 特別損失 10億1,721
純 損 失 3億5,440 ー ー
合 計 35億2,059 合 計 35億2,059

水道事業会計

問合先　上下水道局
　　　　（水道事業）

☎467-2800
Fax467-1801

上下水道局からのお願い
　市では、昭和44年4月1日から、鉛管の使用を禁止して
きましたが、それ以前に給水装置を設置した建物では、鉛
管を使用していることがあります。この場合、長時間水
道を使用しないと、水道管から微量の鉛が溶け出したり、
消毒用塩素濃度の低下や赤水が発生する場合があります。
　朝一番や長時間留守にした場合は、バケツ1杯程度の
水道水を飲み水以外に使用するようお願いします。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
事
業
収
益
31
億

６
，６
１
９
万
円
（
前
年
度
比
15.7
％
増
）

に
対
し
、
事
業
費
用
35
億
２
，
０
５
９

万
円
（
前
年
度
比
40.3
％
増
）
で
、
３
億

５
，
４
４
０
万
円
の
純
損
失
が
生
じ
ま

し
た
。

【
主
な
事
業
】

　

大
阪
和
泉
泉
南

線
お
よ
び
国
道
26

号
な
ど
の
市
内
老

朽
管
の
更
新
工
事

を
行
い
、
安
全
で

良
質
な
水
道
水
の

安
定
供
給
を
図
る

と
と
も
に
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
機
能
の

強
化
に
努
め
ま
し

た
。

　　　　　水を大切に
●導・送・配水管総延長
453.85㎞（平成27年3月31日現在）
●総配水量（年間）　1,401.0万㎥
企業団水1,187.8万㎥＋自己水213.2万㎥
●1日平均配水量　3万8,384㎥
●1人あたり1日平均配水量　379ℓ

■給水装置工事や漏水修理の申込は市指定工事業者へ
（http://www.water.izumisano.osaka.jp/）

各会計決算（歳出） （単位：万円）
会 計 名 平成26年度 平成25年度 比 較

一般会計 468億2,527      404億   793      　  64億1,734
国民健康保険事業特別会計 118億3,929 119億2,593     　  △8,664
下水道事業特別会計   66億2,206   67億3,366   △1億1,160
公共用地先行取得事業特別会計    4億4,300    3億3,956   1億　344
介護保険事業特別会計   76億2,099   74億   773        2億1,326
後期高齢者医療事業特別会計     10億1,355     9億8,272             3,083
水道事業会計   35億2,059   25億   999        10億1,060
病院事業債管理特別会計   22億6,189   19億7,590     2億8,599

合　計 801億4,664 722億8,342  78億6,322

平成26年度末残高平成26年度末残高
●●市債（長期借入金）市債（長期借入金）…796億円…796億円

　　市民1人あたり 786,668円市民1人あたり 786,668円  

●●積立金積立金…45億円…45億円

　　市民1人あたり   44,067円市民1人あたり   44,067円

特集 泉佐野市の財政状況

主な会計の決算

【
教
育
・
子
育
て
支
援
】

●
義
務
教
育
施
設
７
校
の
耐
震
化

●
北
部
・
南
部
地
域
こ
ど
も
園
整
備

●
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
（
入
院
分
の
対
象
を
小

学
校
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
）

●
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
の
拡
充
（
市
内
幼
稚
園
の
3

歳
児
を
対
象
） 

【
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
】

●
市
内
8
駅
周
辺
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
整
備

●
東
佐
野
駅
周
辺
地
区
の
整
備

●
日
根
野
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
の
整

備●
笠
松
末
広
線
の
整
備

●
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
実
施

●
公
害
対
策
と
し
て
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
設
置
費
用
の
一
部

助
成

●
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
に
よ
る
設
置
費
用
補
助

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
一
般
財
団
法
人
泉

佐
野
電
力
の
設
立

【
ま
ち
の
活
性
化
・
賑
わ
い
の
創
出
】

●
泉
佐
野
フ
ィ
ッ
シ
ャ
マ
ン
ズ
ワ
ー

ル
ド
構
想
区
域
の
海
鮮
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設
整
備

【
災
害
対
策
】

●
台
風
19
号
の
水
害
被
災
者
へ
の
生
活
支
援
補
助

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
主
要
事
業

◀防犯カメラ

海
鮮
焼
市
場
▼
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科目 金額（万円）
❶国庫支出金 32億8,384
❷前期高齢者交付金 28億7,531
❸保険料 23億9,851
❹共同事業交付金 14億1,088
❺繰入金 8億1,915
❻府支出金 7億   769
❼療養給付費交付金 3億1,752
❽その他 4億4,540

科目 金額（万円）
❶使用料 15億7,205
❷一般会計繰入金 15億2,951
❸起債 12億7,790
❹国庫補助金 2億2,660
❺受益者負担金 1,671
❻その他 5,077

科目 金額（万円）
❶保険給付費 81億3,58681億3,586
❷後期高齢者支援金 14億2,400
❸共同事業拠出金 12億5,478
❹介護納付金 6億1,939
❺総務費 1億9,956
❻保健事業費 9,030
❼その他 1億1,540

科目 金額（万円）
❶❶公債費 29億 29億   968968
❷❷前年度繰上充用金 22億1,92022億1,920

下水道下水道
建設費建設費

❸❸公共下水道
建設費 6億3,0636億3,063

❹❹流域下水道
建設負担金 9,3119,311

❺❺一般管理費・人件費 3億5,0483億5,048
❻❻中部・南部処理場

維持管理負担金 4億1,8964億1,896

  ❼❼1.0％1.0％
  ❹❹5.2%5.2%

❷❷12.0%12.0%

  ❻❻0.8%0.8%

❶❶68.7%68.7%

❸❸10.6%10.6%

国民健康保険事業特別会計事業特別会計
問合先　国保年金課

歳　入歳　入 122億5,830万円

118億3,929万円

歳　入歳　入

歳　出歳　出

歳　出歳　出

  ❺❺1.7%1.7%

府内平均を大幅に上回る医療費
　平成25年度の本市国保被保険者1人あたり
の医療費は36万1,330円と府内7番目で、府
内平均の33万8,021円を大きく上回っていま
す。これは、ほかの市町村に比べレセプト１
件当たりの診療日数および診療費が多くなっ
ていることが影響しています。
　以前からジェネリック医薬品の利用促進や柔
道整復などの適正受診の啓発などの医療費適正
化の取組を進めるなど、国民健康保険事業の安
定した運営に努め、保険料率は平成23年度か
ら据置きで維持していましたが、被保険者のみ
なさんのご協力により医療費の増加が鈍化し、
平成27年度は引き下げとなっています。しか
しながら、1人あたり医療費は増加し続けて、
府内でも引き続き高いレベルにあります。

病気は未然に防ぎましょう
　本市では市民の健康づくりを推進するため、
健康ハイキング、ウォーキングチャレンジ、温
水プール体験教室などの保健事業を実施してい
ます。また、生活習慣病予防に着目した特定健
診・特定保健指導の推進も図っています。これ
は内臓肥満や糖尿病、高血圧、高脂血症などの
危険因子が重なるほど、心疾患や脳血管疾患を
発症する危険が増大することから、生活習慣病
予防に取り組むこととなったものです。
　その他、被保険者のみなさんには、人間ドッ
ク・脳ドックや保健センターで実施している
各種検診を利用して、病気の予防、早期発見、
早期治療に努めていただき、さらなる健康寿
命の延伸や医療費の適正化にご協力をお願い
します。

　国民健康保険事業特別会計は、歳入122億5,830万円に対し
て、歳出118億3,929万円で、差引4億1,901万円の黒字となり
ました。単年度では23万円の赤字となっています。

46億7,354万円

66億2,206万円

下水道事業特別会計下水道事業特別会計
問合先　上下水道総務課

☎450-2222 Fax450-2223

　昭和61年度より着手している公共下水
道の平成26年度末整備面積は雨水429㏊、
汚水854㏊で、汚水の下水道人口普及率は
35.3％になっています。
  下水道財政状況は、平成26年単年度で
2億7,068万円の黒字となりましたが、累
積では、歳入額46億7,354万円に対して、
歳出額66億2,206万円で、19億4,852万
円の不足が生じています。
　今後も引き続き事業費の縮小、人件費・
事務経費の節減、下水道使用料の適正化な
どにより、下水道財政の健全化を図ってい
きます。
  厳しい財政状況が続いていますが、可能
な限り下水道工事を進めていきます。市民
のみなさんには下水道が利用できるように
なりましたら、3年以内にトイレの水洗化
を行うなど、ご理解ご協力をお願いします。
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